平成27年度 第5回　機械流通委員会の結果について
開催日時　　平成28年2月9日（火）午後2時00分から
開催場所　　東北遊技機商業協同組合　会議室
第１号議案　全商協機械流通委員会報告（2月3日TV会議）
⑴　新台納品立会時、部品交換時等に発生する料金と遊技機製造業者による委託業務に対する課題について 
メーカー主導で新ルールがスタートするにあたり、組合員を守るためにはどの程度の対価を頂かなければ成り立たないか、全商協全体として取りまとめるため、各地区遊商の意見を求められた。このことについて検討した結果、東北遊商としての要望額を、基本料金20,000円以上（4台までの点検確認料を含む）、交通費5,000円以上、点検確認料1,000円（基本料金4台を超えた1台当たり）とした。
⑵　型式が検定機と異なる可能性のあるぱちんこ遊技機の取扱いについて
①　平成28年1月29日付け全商協発第105号会長名みだしの発出文書に関し、回収(撤去機)リストが発表された際の対応等について、各地区遊商から要望等が上がってきているが、事務局レベルで打合せを行い、必要なものは委員会へ上げてもらうものとした。
ⅰ　全単組の事務局連絡会議からの要望内容
「速やかに新しい書類を交付」と文書に記載されているが、メーカーから機歴の確認が早めに取れないと5営業日以内に発給することは出来ないという意見が多く寄せられている。
ⅱ　「2月4日(木)・2月8日(月)開催」事務局テレビ会議結果
・全商協から日工組へ要望書を出してはどうかと意見がまとまった。
・メーカーへ差替分の機歴FAXを行う際、全国統一の送付状を付ける。
・日工組へ発出する協力要望書、及びFAX送信票を全商協にて作成する。
・全商協事務局より、会長及び副会長へ確認して貰い、了承をいただければ日工組へ持参し説明を行う。
・メーカーから機歴に、移動可否の○×を付けて貰い返信FAXを頂く。
②　回収(撤去機)リストが公表された後の「対処方法」について
事務局より、回収(撤去機)リストが公表された後の組合員に対する「対処方法」の通知案が提案され、当該リストが公表された場合は速やかに組合員に通知するものとした。
　　　　※　平成28年2月10日付け東北遊商発第18号により発出済み。
⑶　保証書の一部改正について  
4月1日から「中古遊技機流通健全化要綱」別記様式第1号の保証書の様式が一部が改正される。これは、「遊技機の認定申請に関わる業務の実施要領」別記様式第4号の保証書の様式と2通りになっているものを「検定と認定」の1つの保証書に統合するものであり、「遊技機の認定申請に関わる業務の実施要領」別記様式第4号は廃止されることになっている。また、後日本件について、中古機流通協議から文書が発出され予定である。
なお、これに伴うソフトの改修を全商協事務局において進めている。

⑷　新台納品時立会及び部品交換に伴う健全化要綱と業務委託に関する規程に係る日遊協の「遊技機取扱主任者に関する規程」の一部変更について
リサイクル推進委員の中部遊商林理事長より次のとおり説明がなされた。
2月2日に「リサイクル推進委員会」終了後に日遊協の堀内専務理事から取扱主任者の改正案について回胴遊商、全商協、全日遊連の事務局に対して資料を元に説明があった。
遊技機製造業者の業務委託に関する規程が施行されることにより、遊技機取扱主任者規程の第11条1号～7号に新たに8号「前各号に掲げるものの他、遊技機製造業者の業務委託に関する規程により遊技機取扱主任者・・・。」を盛り込むことを検討しているとのことである。
⑸　遊技機梱包用ビニール袋の対応等について 
全商協事務局では、各地区遊商の需要に滞りが出ないように、製造業者ミラクル工業と調整を行っているが、今後について、万が一供給が不具合となった場合を考えて、他業者との検討を進めて良いかについて提議され、了承された。

第２号議案　製造業者遊技機流通健全化要綱及び遊技機製造業者の業務委託に関する規程に
係る対応について
2月3日全商協機械流通委員会にて、要綱･規程が制定された報告がなされ、データではあるが、「日工組」「日電協」両団体理事長印が捺印された通知書、並びに両団体の発番号が正式に入った要綱･規程が届いた。
これに伴い、通知文書発出と要綱・規程のサイボウズ掲載を本日中に行うものとした。
　　※　2月9日付で通知発出と要綱・規程のサイボウズ掲載済み。
第３号議案　新規取扱主任者講習会について
⑴　2月度の講習会への希望者は無し。
⑵　3月度については、現在2名受講希望である。
開催日については、3月の講師担当山内副委員長と調整するものとした。
第４号議案　その他
　⑴　夜間勤務環境の改善要望について
ここ近年は納品設置後の点検確認が真夜中に行われ、作業終了時間は午前4時頃まで及んでいるのが現状にある。帰宅時間にあっては午前6時前後まで及んでおり、社員の勤務条件は非常に厳しい状況にあり、体調管理等々の問題が危惧されているところである。
業界では作業終了後の重大な事故等の報告は無いが、もし万が一と言うことも心配される等、我々業界の大きな課題である。
今般４月１日から新台設置点検確認及び点検確認業務が新たにスタートすることになり、我々も関わりを持つことになると思うが、他団体関係者も同様の問題を共有することとになると思われるので、この機会に、業界あげての懸案事項と捉えていただくよう、全商協に要望書を提出することについて、了承決議された。


⑵　中古流通業務に使用不可となった遊技機保全ビニール袋の処分について
[bookmark: _GoBack]　　　中古流通業務に使用不可となった、㈱サンセイアールアンドディ社製「CR牙狼金色になれXX」専用保全ビニール袋970枚を事務局で保管しているが、今後中古流通業務の保全措置用としては使用できないことから、廃棄処分を予定しているが、その対応について検討した結果、保全措置以外の用途で使う事は可能なので、組合員に希望調査を行い希望者に配布し、残った場合は廃棄処分するものとした。なお、送料は着払いとする。
　　　※　1月15日希望調査文書発出済み。
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